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剣道は高き山をば登るごと一山越せば前にまた山～剣窓形審査寸評より～ 

【１２月度九州地区例会】 

 

とうとう令和6年も今月で終わりになります。ことし最後の例会も晴天の中、久留米で盛大に開催され

ました。剣道有功賞を受賞された大和竹史先生、剣道具を文化財に国会で推進中の参議院議員、秋

野公造先生はじめ多くの先生方が参加されました。 

 

●第五回剣道研究会「日本剣道形」小島良守講師 13時～14時30分 
 今回はこれまでと異色の研究会となりました。座学ではなく、日本剣道形の実技研修でした。皆さん

熱心に受講され、自由稽古の時間帯まで少し延長しました。 

呼吸法や大刀3本目の「死に手首」のお話しなど、日頃、形を打っていても意識できていなかった

奥深いところまでご指導いただきました。 

 

   
（小島良守講師による日本剣道形の研究会風景）      
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●自由稽古：１４時30分～１４時５５分 
自由稽古は、元立（自由）の列に並んでの通常稽古風景です。 

例会前の自由参加の稽古ですが、今回は少し時間が短くなりました。 

      
（自由稽古風景）                 （ゲストの大分塩田先生、 武者修行参加の東海地区大島先生） 
 

●１2月度例会：礼式は15時開始 

【当地区出席者名：37名】（順不同）（当地区八段の先生７名含む） 

尾方正照先生 野口愼一郎先生 小島良守先生 井手勝彦先生 井上誠一先生 古庄勤也先生 池永祐一

郎先生 加野資典名誉会長 大塚勝也副会長 青沼一博 秋野公造 秋山勝年 井上由賀 宇佐輝彦 江

島健志 大隈光夫 緒方嘉子 小川邦昭 桑波田哲 税田建司 佐藤博喜 末安真知夫 平嘉和 武田耕次 

田中義勝 堤純子 永岡義規 西田耕陽 弘友和夫 溝口勝正 諸冨博幸 大和竹史 若松清孝  

◎今回のゲスト参加は、大分塩田先生、東海地区会員の大島先生です。 

（＊前回に引き続きゲスト参加：若林忠雄（佐賀） 井上姫花（佐賀）） 

   

（有功賞：大和竹史先生）  （剣道具を文化財に！秋野公造先生）  

 

【野口会長挨拶】 

今日は一年の締めくくりの会です。研究会で小島先生による剣道形講習がありました。審査の課

目ではない、子供たちに正しい剣道を伝えるため、五人の大先生が創り出されたものです。これを大

切にしていただきたいと思います。そして、剣道形は人前で打つことが大切です。決して頼まれたら

断ってはいけません。 

 

・大和竹史先生の剣道有功賞受賞挨拶。 

  

福岡城南地区会長や県連理事などなど、いろいろと務めさせていただいた結果ではないかと思っ
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ております。これからも、国際社会人剣道クラブへはできるだけ出席して頑張りたいと思います。あり

がとうございました。 

 

・「剣道具を文化財へ！」国会活動中の参議院議員、秋野公造先生のご挨拶 

 福岡から、剣道具を文化財にすることを文化庁に働きかけています。国会でも質問させていただき

ました。その内容をお手元の資料でお読みください。なかなか困難な道ですが、まずは竹刀と日本

刀を登録するところから進めようとしております。最終的には剣道具を文化庁に登録したいと思いま

すので皆さんご協力をお願いいたします。 

 

【基本稽古】 礼式後、井手勝彦講師で約30分：  

今回は、冒頭の剣道研究会の応用として剣道形 を応用した基本稽古をしました。防具を着けて剣道

形の五本目までの実技です。竹刀でしっかりと打突します。 

次に、木刀による剣道基本技稽古法を行います。摺り足と踏み込み足の両方行います。 

最後は、切り返しです。ゆっくりと大きく正確に正しく面を打ちます。 

 

【全員での回り稽古】基本稽古後、八段含め全員による３分間回り稽古を10本約3５分。 

それから、30秒の「打たない打たせない稽古」の回り稽古を3回して終わります。 

～全ての稽古終了は、16時３０分。 

 

 

【講評】小島良守副会長 

 我が国社剣クラブでも弘友先生、秋野先生が議員活動で頑張ってくださっています。ありがとうござ

います。冒頭、野口先生からもお話しがありましたように、剣道形は書物だけでは修得できません。体

得することが大切です。相手とやって体に覚え込ませることです。 尾方範士からは、今回の審査会

で熊本から八段一次合格者が10人出たと聞きました。審査では、前半、中盤、後半の三つに分けて

構成を考えることです。残り最後で受けにまわったらだめです。気、技、竹刀の三つを殺す三殺法を

使って捌きます。 持田先生も両拳を構えた３０ｃｍ四角の中から出さず、足を使って捌くと仰ってい

ます。 

全国区の六七八段受審者は、普段から立ち合いの組み立てを気にとめて稽古することが大切です。 

 

●来月１月の例会は第六回剣道研究会があります。１月１８日（土）です。 

次回は、福田博文杖道範士八段による、「杖道と剣道、そして自作の薦め」 です。 

日時：１月１８日（土）１３時から、場所：ランテック久留米武道場にて 

皆さん、奮ってご参加ください！ 

 

●来月1月の例会終了後は、新年会があります。お誘いあわせの上ご参加ください。 

・日時： 令和7年1月18日（土） 18:30開始予定 

・場所：「魚よし」  福岡県久留米市日吉町２５−２  

https://maps.app.goo.gl/ADsZsh3Fa4rP3nxn7 

・会費：約6000円程度 

・申し込み期限：1月１１日          
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・申し込みフォーム： 新年会の出欠【国際社会人剣道九州クラブ】 

 https://forms.gle/z3ZF5CUWsXv57eSN6     

 

◎ 翌日も久留米剣連朝稽古が7時からランテックでありますので、こちらもご参加ください。 

 

＊新年会の前に、令和8年11月の熊本全国例会に関する進め方のお打ち合わせをしたいと思いま

す。経験者の久留米地元の先生方と我々幹事でお打ち合わせをさせていただければと思いますの

で、経験談をお聞かせ願えればと思います。よろしくお願いいたします。 

 

------------------------- 

 本年は新幹事として不慣れな、初の年でしたが温かく接していただきまして誠にありがとうござい

ました。また来年もよろしくお願いいたします。 

 

皆様方、良いお年をお迎えください！！ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

以上 

【幹事連絡先】               

幹事長：池永祐一郎    yuichi.kng@gmail.com 

事務局長：宇佐輝彦  usa_teruhiko@msn.com 

会計：永岡義規      nagaoka1978@outlook.jp 
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